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ウ
ナ
ギ
を
め
ぐ
る
冒
険

浜
田
篤
信

ウ
ナ
ギ
種
苗
の
推
移

ウ
ナ
ギ
の
減
少
原
因
解
明
や
資
源

解
析
の
壁
と
な
っ
て
い
る
一
つ
の
要

因
が
、
統
計
資
料
の
信
ぴ
ょ
う
性
で

す
。
水
産
庁
は
、
昭
和
47
年
（
１
９
７

２
年
）
以
前
の
種
苗
採
捕
量
統
計
値

に
は
、
ク
ロ
コ
等
の
大
型
種
苗
が
含
ま

れ
て
お
り
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い

と
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

利
根
川
水
系
で
採
捕
さ
れ
た
大
型

種
苗
は
静
岡
県
を
中
心
に
養
鰻
業

者
へ
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、筆
者

の
１
９
６
９
年
の
現
地
（
静
岡
県
浜

名
湖
付
近
）
の
聴
き
取
り
調
査
で
は
、

大
型
種
苗
を
使
用
す
る
業
者
に
は

出
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
ク
ロ
コ
を
漁
獲
す
る
側
の
事

情
で
す
が
、ク
ロ
コ
が
漁
獲
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
は
常
陸
川
の
河
川
改
修

が
進
み
霞
ヶ
浦
北
浦
へ
の
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
の
遡
上
が
活
発
と
な
っ
た
昭
和

30
年
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
「
霞
ヶ
浦
風

土
記
（
佐
賀
純
一
著,

常
陽
新
聞

社
）
」
の
第
２
章
第
９
話
で
詳
し
く

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、活
発
に
漁
獲

さ
れ
た
の
は
昭
和
33
～
35
年
（
１
９

５
８
～
１
９
６
０
）
間
で
１
９
７
0
年

以
降
は
急
に
と
れ
な
っ
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
人
か
ら
の
聴
き
取

り
で
は
、
35
年
以
後
は
漁
を
あ
き
ら

め
た
と
い
い
ま
す
。
図
１
は
、
種
苗
採

捕
量
に
ク
ロ
コ
が
く
ろ
こ
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
水
産
庁
の
資
料
で

す
。
こ
の
資
料
で
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の

減
少
速
度
が
相
当
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。

Ⅱ

こ
れ
ま
で
の
経
緯

本
誌
（
海
夫
通
信
）
14
に
「
ウ
ナ
ギ
を
め
ぐ
る
冒
険
」
の
連
載
を

始
め
た
の
は
２
０
１
３
年
5
月
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ

ギ
（
以
下
ウ
ナ
ギ
と
い
う
）
の
減
少
原
因
を
追
跡
、
霞
ヶ
浦
が
ウ
ナ

ギ
の
主
た
る
生
息
の
場
で
あ
り
、
下
流
に
建
設
さ
れ
た
常
陸
川
水

門
閉
鎖
の
本
種
の
霞
ヶ
浦
へ
の
遡
上
・
産
卵
回
遊
阻
害
が
資
源
減

少
の
主
因
で
あ
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
第
17
回
世

界
湖
沼
会
議
で
報
告
、
２
０
２
０
年
6
月
に
は
水
産
増
殖
学
会
誌

に
掲
載
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
（
註
１
）
。

ウ
ナ
ギ
の
減
少
原
因
に
つ
い
て
は
海
流
の
変
動
や
河
川
・湖
沼
の

改
変
、
乱
獲
、
農
薬
の
影
響
等
が
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
に
つ
い

て
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
欠
乏
症
に
よ
る
回
遊
能
力
低
下
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
私
た
ち
の
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
減
少
原
因
に
関
す
る
新
し

い
仮
説
」
も
表
題
の
と
お
り
仮
説
の
一
つ
で
あ
り
、そ
の
証
明
が
私

た
ち
の
仕
事
の
一
つ
と
な
っ
て
ま
す
。

【連載第1回】
なぜ、「パートⅡ」

図１ ウナギ種苗採捕量の推移
水産庁資料 注：クロコが入っている可能性あり.

【
ク
ロ
コ
】
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が
成
長

し
、体
が
黒
色
に
な
っ
た
も
の
。
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し
か
し
、
種
苗
採
捕
量
は
２
０
１
３
年

に
2
㌧
に
ま
で
減
少
し
、正
に
危
機
的

状
況
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
上

昇
に
転
じ
、
関
係
者
を
安
堵
さ
せ
た

感
が
あ
り
ま
す
が
、
図
２
の
全
体
の
変

動
傾
向
か
ら
危
機
感
を
払
し
ょ
く
で

き
る
根
拠
は
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、

減
少
あ
る
い
は
上
昇
し
た
の
か
明
ら

か
で
な
い
か
ら
で
す
。

図
２
で
は
図
１
で
は
読
み
と
れ
な
い
微

細
な
変
動
を
対
数
目
盛
で
表
示
し
ま

し
た
が
、
50
年
間
に
わ
っ
て
一
定
の
比

率
で
減
少
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
こ
と

が
私
た
ち
の
仮
説
の
根
拠
の
一
つ
つ

な
っ
て
い
ま
す
。
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図２ ウナギ種苗採捕量の推移（㌧）その２

「
ウ
ナ
ギ
を
め
ぐ
る
冒
険

パ
ー

ト

」
の
ね
ら
い

ウ
ナ
ギ
の
減
少
原
因
は
、
私
た
ち
の
仮

説
も
含
め
て
、
ま
だ
ま
だ
、
多
く
の
謎
に

包
ま
れ
て
い
て
確
定
さ
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。問
題
解
決
に
は
、
「
ニ
ホ
ン

ウ
ナ
ギ
の
生
活
」
そ
の
も
の
の
解
明
が
必

要
で
、
本
稿
は
本
種
の
「
減
少
原
因
仮

説
」
発
表
後
に
、私
た
ち
が
取
り
組
ん
で

き
た
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
活
の
不
思

議
」
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ⅱ

ウ
ナ
ギ
の
最
大
の
特
徴
は
、
河
川

や
湖
で
成
長
し
、
海
に
降
っ
て
産
卵

す
る
習
性
を
も
つ
種
が
い
る
こ
と
で

す
（
降
河
回
遊
魚
（
こ
う
か
か
い
ゆ

う
ぎ
ょ
）
）
。
サ
ケ
や
ア
ユ
の
よ
う
に

川
で
産
卵
し
、海
で
育
つ
魚
は
比
較

的
多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
海
で

産
卵
し
、
川
で
育
つ
魚
は
、
ウ
ナ
ギ

を
含
め
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
、日
本
列
島
を
は

じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
河
川
な

ど
に
分
布
し
、産
卵
期
が
近
く
な
る

と
、海
へ
下
っ
て
産
卵
し
ま
す
。

そ
の
産
卵
場
所
が
判
明
し
た
の
は
、

１
９
９
１
年
。
さ
ら
に
詳
し
い
場
所

は
、
東
京
大
学
海
洋
研
究
所
に
よ

り
２
０
０
５
年
に
特
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
産
卵
場
所
は
、
日
本
の
沿

岸
か
ら
約
２
千
５
百
㎞
離
れ
た
、
西

マ
リ
ア
ナ
海
嶺
付
近
で
す
。

深
さ
3
千
～
4
千
メ
ー
ト
ル
の
西

マ
リ
ア
ナ
海
嶺
で
生
ま
れ
た
ウ
ナ
ギ

の
赤
ち
ゃ
ん
（
レ
プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
）

は
、
赤
道
の
す
ぐ
北
側
を
西
に
向

か
っ
て
流
れ
る
海
流
（
北
赤
道
海

流
）
に
乗
り
、
ま
ず
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
北

東
部
に
移
動
し
ま
す
。
こ
の
海
流
は
、

南
北
に
分
か
れ
、
そ
の
一
方
が
北
上

し
て
黒
潮
と
な
り
、
日
本
や
台
湾
、

韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
に
向
か
い
ま
す
。

そ
し
て
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
へ
と
成
長

し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
沿
岸
域
に

近
づ
き
、河
川
に
遡
上
し
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
ど
こ
で
産
卵
し
、

稚
魚
が
ど
の
よ
う
に
日
本
に
来
て
い

る
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
こ
に
生
息
し
て
い
る
親
ウ
ナ
ギ
が
、

ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
西
マ
リ
ア
ナ

海
嶺
へ
移
動
し
て
い
る
か
は
ま
だ
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

（
菊
地
章
雄
）

ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て

分
か
っ
て
い
る
こ
と
、
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と

コラム



ち ょ っ と

気ににゃるニュース

琉
球
大
学
な
ど
は
、
世
界
中
か

ら
メ
ダ
カ
を
収
集
し
、
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
全
ゲ
ノ
ム
と
5
つ
の
核
遺

伝
子
の
塩
基
配
列
の
解
析
か
ら

メ
ダ
カ
の
ル
ー
ツ
に
迫
っ
た
。

そ
の
結
果
、
西
イ
ン
ド
の
西
ガ
ー

ツ
地
方
に
固
有
の
「
セ
ト
ナ
イ
メ

ダ
カ
」
が
、
メ
ダ
カ
科
魚
類
の
系

統
進
化
の
中
で
最
も
古
く
に
分

岐
し
た
種
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の

東
南
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ
ア
の
種
は
、

す
べ
て
セ
ト
ナ
イ
メ
ダ
カ
と
姉
妹

関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
セ
ト
ナ
イ
メ
ダ
カ
は
約

７
４
０
０
万
年
前(

中
生
代
後

期)

に
誕
生
し
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
が

大
陸
移
動
で
イ
ン
ド
洋
を
北
上

す
る
中
、
恐
竜
と
共
に
生
き
、
そ

し
て
約
６
５
０
０
万
年
前
の
巨
大

隕
石
に
よ
る
大
絶
滅
も
生
き
延

び
、
そ
の
後
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、

そ
し
て
日
本
ま
で
広
く
繁
栄
し

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
も
合
わ

せ
て
発
表
さ
れ
た
。

(

令
和
3
年
8
月)

「
ウ
ナ
ギ
の
国
際
的
資
源
保

護
・
管
理
に
係
る
第
14
回
非
公

式
協
議
」
の
結
果
に
つ
い
て
、
日

本
、韓
国
及
び
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・タ

イ
ペ
イ
の
3
者
で
共
同
発
表
し

た
（
水
産
庁
）
。

今
後
、
各
国
・
地
域
が
今
後
取

り
組
ん
で
い
く
主
な
内
容
と
し

て
、①
ウ
ナ
ギ
類
の
保
存
管
理
措

置
に
関
す
る
科
学
的
な
助
言
の

提
供
等
を
行
う
た
め
の
第
1
回

科
学
者
会
合
の
定
期
開
催
、
②

来
漁
期(

令
和
3
年
11
月
～
令

和
4
年
10
月)

の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

の
池
入
数
量
上
限
は
今
漁
期
同

と
す
る
、
③
ウ
ナ
ギ
の
流
通
に
お

け
る
透
明
性
の
改
善
に
継
続
し

て
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
令
和
3
年
7
月
）

茨
城
県
は
、
令
和
2
年
度
の
ア

ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
数
が
過
去
最
多

で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
ア
ラ

イ
グ
マ
は
北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
１

９
７
０
年
代
に
飼
育
個
体
の
逃
亡

や
遺
棄
な
ど
に
よ
り
自
然
繁
殖
し

て
お
り
、
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。令
和
2
年
度
は
、

過
去
最
高
の
１
６
５
２
頭
を
捕
獲

し
、
坂
東
市
（
４
４
７
頭
）
、
か
す
み

が
う
ら
市
（
２
４
８
頭
）
、
つ
く
ば

市
（
２
４
０
頭
）
を
は
じ
め
と
し
た

市
町
村
に
お
い
て
も
過
去
最
高
の

捕
獲
数
と
な
っ
た
。

（
令
和
3
年
5
月
）

福
島
大
環
境
放
射
能
研
究
所
の
和
田
敏

裕
准
教
授
は
、
京
都
大
や
県
と
共
同
の
調

査
で
、
松
川
浦
（
福
島
県
相
馬
市
）
な
ど
に

生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
、
産
卵
の
た
め

と
み
ら
れ
る
海
へ
の
移
動
を
初
め
て
確
認

し
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
超
音
波
発
信
機
と
超

音
波
受
信
機
を
ウ
ナ
ギ
に
装
着
し
松
浦
湾

に
放
流
。
養
殖
ウ
ナ
ギ
と
天
然
ウ
ナ
ギ
そ
れ

ぞ
れ
の
「
行
動
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

天
然
ウ
ナ
ギ
１
尾
の
海
へ
の
移
動
を
確
認

し
た
と
い
う
。

（
令
和
3
年
1
月
）

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
行
動
ら
し
き

移
動
を
確
認
（
松
川
浦
）

「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
の
捕
獲
数

過
去
最
多
（
茨
城
県
）

ウ
ナ
ギ
の
国
際
的
資
源
保
護
・管
理
に
係
る

第
14
回
非
公
式
協
議

メ
ダ
カ
は
約
６
５
０
０
万
年
前
の
大
絶
滅
で
も

生
き
延
び
た
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泉
が
森
湧
水
は
、
泉
神
社
境
内
で

見
ら
れ
る
湧
き
水
で
す
。
湧
水
量

は1

日
４
，
３
２
０
㌧
で
、
水
温
は

年
間
を
通
し
約
13
度
に
保
た
れ
、

水
は
青
い
輝
き
を
放
ち
ま
す
。
夏

の
暑
い
時
期
に
は
人
々
の
憩
い
の

場
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
常
陸
国
風

土
記
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

水
景
湧
水
地
研
究
所
Vol . 3

エ

リ

ア

：

茨

城

県

日

立

市

湧

水

地

：

泉

が

森

湧

水

ア
ク
セ
ス
：
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
大
甕
（
お
お

み

か

）

駅

よ

り

徒

歩

約

20

分

日本全国の美しい水にまつわるスポットをご紹介

～
泉
が
森
湧
水
～

ここがイチオシ
公園では、陸封型（りくふうがた＝一生
を淡水で生きる）のイトヨが生息しやす
い環境のようです。一度訪問した時に
は観察できませんでしたが、またリベン

ジしたいと思います！

こ
の
水
は
阿
武
隈
山
地
（
宮
城
～
茨

城
北
部
ま
で
連
な
る
約
１
７
０
㌔

の
山
地
）
の
伏
流
水
で
、
石
灰
岩
を

多
く
含
む
地
層
を
通
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル
が

た
っ
ぷ
り
な
の
だ
と
か
。
湧
水
地
点

を
起
点
に
周
囲
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

小
さ
な
池
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
湧

水
は
神
社
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
お
隣

の
敷
地
に
あ
る
「
イ
ト
ヨ
の
里
泉
が

森
公
園
」
へ
も
流
れ
て
い
き
ま
す
。

ライター／菊地早秋
プロフィール／
https://kominkaijyu.com/sosyu-profile/

【
ヌ

マ

チ

チ

ブ

】

大
き
さ
：全
長
10
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
霞
ヶ
浦
で
は

ゴ
ロ
と
よ
ば
れ
る
。
頭
が

丸
く
て
大
き
く
体
は
ず

ん
ぐ
り
し
た
感
じ
で
、未

成
魚
や
メ
ス
、
婚
姻
色
の

出
て
い
な
い
オ
ス
で
は
胸

鰭
基
底
に
黄
土
色
の
横

帯
が
あ
る
。
頭
の
側
面
に

は
白
く
て
大
き
い
斑
点

が
ま
ば
ら
に
存
在
。
霞
ヶ

浦
で
は
曳
き
網
・張
網
で

漁
獲
さ
れ
、
つ
く
だ
煮
に

加
工
さ
れ
る
。
「
ゴ
ロ
の

佃
煮
」
の
多
く
が
こ
の
魚

で
あ
る
。

５

ぜ
ん
ち
ょ
う

あ
た
ま

ひ
き
あ
み

は
り
あ
み

び
れ
き
て
い

む
な

こ
ん
い
ん
し
ょ
く

せ
い
ぎ
ょ

み

つ
く
だ
に

ぎ
ょ
か
く

は
ん
て
ん

お
う
ど
い
ろ



た か っ ぽ 制 作

生 き 物 探 し

牛久市観光アヤメ園
P
h
o
to

G
a
lle
ry

伝統的なウナギ漁の
仕掛け「たかっぽ」制
作の様子。ノコギリで
竹を切る作業をみん
な真剣に行いました。
（5月16日）。

霞ヶ浦にどんな生き
物がいるか探してい
る一枚。この日は、仕
掛けていた「たかっ
ぽ」を確認し、自由
に生き物の観察を行
いました。ウナギは
入っていませんでし
たが、大きなヌマチチ
ブが隠れていました。
（6月20日）。

牛久市観光アヤメ園
は、総面積8,000㎡
の敷地に約２００品種、
２万本のアヤメ・花菖
蒲・カキツバタがあり、
紫・白・黄色と色とり
どりに咲く花の魅力を
楽しむことができます。

カ ヌ ー 体 験

毎年、夏になるとカヌー
体験教室を行っています。
写真は陸でのパドリング
練習の風景。オリンピック
イヤーの本年は、親子20
名が参加し、交代でカ
ヌーを楽しみました（８月
29日）。

海夫通信では、会員のみなさまからの掲載す
る原稿・写真を募集しています。昔の霞ケ浦の
様子や、庭にいた珍しい生き物、新型コロナウイ
ルスで外出しにくい中での工夫などテーマ問わ
ず原稿をお寄せください。

６

久々の練習会です。

波のある所で、
フェリーグライドやストリームイン・アウトの練習をしました。
やっぱり、カヤックには波ですね。
おまけに、ロールの練習もやりました。

静水の所では、基礎練習などを。

曇りで猛暑とはなりませんでしたが、
暑い時のカヤックは、いいものです。

そろそろ定期的に練習会をやりますか。
ではでは。

行方カヌークラブHP→



知ってる！？ 常陸川水門について

写真上：常陸川水門（撮影：菊地章雄,2019年9月22日）
下：上空からの様子（引用：国土交通省関東地方整備局HP）

常
陸
川
水
門
は
、
霞
ヶ
浦
が

常
陸
利
根
川
を
経
て
利
根

川
と
合
流
す
る
地
点
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
昭
和
38
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

利
根
川
か
ら
の
洪
水
の
逆

流
防
止
、
渇
水
時
に
利
根
川

河
口
か
ら
遡
上
す
る
塩
水
の

流
入
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で

す
。
平
成
８
年
度
か
ら
は
、

霞
ヶ
浦
開
発
事
業
に
伴
う
水

位
管
理
を
行
い
、
農
水
、
工

水
、
上
水
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

常
陸
川
水
門
お
よ
び
そ
の

締
め
切
り
は
、
霞
ヶ
浦
の
水

質
汚
染
の
元
凶
と
し
て
批
判

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
は
、
ウ
ナ
ギ
、

ウ
グ
イ
、
ア
ユ
を
含
む
9
種

を
対
象
の
魚
道
（
緩
勾
配
式
、

幅
員
2
ｍ
）
を
整
備
し
て
い

ま
す
が
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
遡

上
は
微
々
た
る
も
の
で
、
効

果
は
限
ら
れ
て
い
の
が
現
状

で
す
。

ス
テ
イ
ホｰ

ム
の
過
ご
し
方

第3回

前
号
で
は
「
生
き
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
プ
リ
（
バ
イ
オ
ー
ム
）
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
こ

の
ア
プ
リ
の
使
用
例
を
紹
介
し
ま

す
。

▼
珍
し
い
生
き
物
の
名
前
を
調

べ
るバ

イ
オ
ー
ム
は
、
ア
プ
リ
に
写
真
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
Ａ
Ｉ
に

よ
る
生
き
物
の
名
前
判
定
が
出
来

る
ア
プ
リ
で
す
。
7
月
の
生
き
物
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、
枝
に
擬
態
す
る
ガ

の
仲
間
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
こ
の
写

真
を
撮
影
し
、
バ
イ
オ
ー
ム
で
検
索

す
る
と
、
こ
の
ガ
の
名
前
が
「
ツ
マ
キ

シ
ャ
チ
ホ
コ
」
で
あ
る
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
写

真
に
は
、
画
像
だ
け
で
な
く
、
撮
影

し
た
場
所
や
日
付
な
ど
の
情
報
も

付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
こ
う

し
た
情
報
を
基
に
、
日
本
国
内
の
ほ

ぼ
全
種
（
約
6
万
種
）
の
動
植
物
の

デ
ー
タ
の
中
か
ら
確
率
の
高
い
種
の

候
補
を
瞬
時
に
表
示
し
て
く
れ
ま

す
。

▼
レ
ア
な
生
き
物
を
探
す

写
真
を
投
稿
す
る
と
、
生
き
物
の

レ
ア
度
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
が
貰
え

ま
す
。
普
段
は
興
味
を
持
た
な
い
生

き
物
も
多
い
で
す
が
、「
こ
れ
は
珍
し

い
の
」
と
い
う
視
点
で
探
し
て
み
る

と
思
い
も
よ
ら
な
い
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

７



発行 NPO法人霞ヶ浦アカデミー
発行日 2021年9月20日
事務所 茨城県行方市浜370番地１
ホ ー ム ペ ー ジ h t t p s : / / k - a c a d . c o m /

Facebook http ://www. facebook.com/kasumigauraAC/

メールアドレス ka s um ig a u r a . a c a d em y@gm a i l . c om

書 籍 紹 介

（
表
紙
の
文
章
）
瀬
川
正
明
・
（
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
）
菊
地
章
雄

「NPO法人霞ヶ浦アカデミー」の10年間の

挑戦がまとめられた1冊。わたしたちの霞ヶ

浦にニホンウナギを取り戻すための取組が

まとめられている。環境教育の現場から、

調査研究の活動まで市民団体がどのような

働きかけを行ったか等が記してある。1500

円＋税。購入はAmazonもしくは事務局まで。

ＮＰＯ法人霞ヶ浦アカデミーは、みなさまの
ご支援により活動を継続できています。活動
を共にしてくれる、また応援してくれる会員
を募集しています。ご協力よろしくお願いい
たします。
普通会員 入会金 １，０００円／年

会費 ３，０００円
賛助会員 １口 １０，０００円
[入会の方法]
氏名、住所、連絡先、会員の種類をご記載の
上、メールもしくは郵送でご連絡下さい。

会 員 募 集

編
集
後
記

慣
れ
て
き
た
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
も
な
く
早
く

元
の
生
活
に
戻
り
た
い
の

だ
が
、
自
粛
生
活
を
行
い

ず
い
ぶ
ん
経
つ
。
確
か
に

在
宅
で
も
仕
事
は
で
き
る

し
、
学
校
に
行
か
な
く
て

も
パ
ソ
コ
ン
を
開
け
ば
授

業
は
受
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
、
失
っ
て

い
る
も
の
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

毎
月
第
3
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
る
「
生
き
物
ア

カ
デ
ミ
ー
」
に
つ
い
て
も

開
催
判
断
が
議
論
さ
れ
る
。

経
済
活
動
で
は
な
い
の
だ

か
ら
、
中
止
に
し
て
も
困

る
人
は
少
な
い
の
は
確
か

だ
と
思
う
。
一
方
で
、
子

ど
も
の
頃
の
体
験
が
重
要

で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。
学
校
に
も
行

け
ず
に
ず
っ
と
自
宅
に
い

る
こ
と
が
健
全
だ
と
は
思

え
な
い
。

先
日
開
催
し
た
カ
ヌ
ー

体
験
は
人
数
を
半
分
に
制

限
し
、
第
1
部
・
第
2

部
と
分
け
て
実
施
し
た
。

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
は
な

く
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

満
た
す
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
自
主

的
な
感
染
症
症
対
策
を
加

え
て
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
で
い
い
の
か
、
模
索
は

続
く
だ
ろ
う
。

今
号
は
、
浜
田
先
生
の

新
連
載
「
ウ
ナ
ギ
を
め
ぐ

る
冒
険
2
」
に
併
せ
て
、

ウ
ナ
ギ
に
関
わ
る
話
題
を

幾
つ
か
載
せ
て
み
た
。
２

０
１
４
年
に
国
際
自
然
保

護
連
合
（IUCN

）
の
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
、

も
う
7
年
に
な
る
が
、
未

だ
根
本
的
な
対
策
ど
こ
ろ

か
、
減
少
原
因
も
特
定
で

き
て
い
な
い
。

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
ひ

と
つ
上
げ
る
と
、
奄
美
・

沖
縄
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
以
前
は

毎
年
の
よ
う
に
行
っ
て
い

た
が
、
行
け
な
く
な
っ
た

と
書
く
と
、
終
始
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
編
集
後
記
に

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
。

（
菊
地
章
雄
）

ソーシャル
ディスタンス

「
奄
美
・沖
縄
」
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会

は
7
月
26
日
、
「
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、沖
縄
島
北
部
お
よ
び

西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
へ

の
登
録
を
決
め
た
。
日
本
の
世

界
遺
産
は
文
化
遺
産
も
合
わ

せ
て
24
件
目
、自
然
遺
産
と
し

て
は
「
小
笠
原
諸
島
」
に
続
き

5
件
目
と
な
っ
た
。

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霞
ヶ
浦

ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
２
０
１
３
年

10
月
の
第
29
回
水
郷
水
都
全

国
会
議
霞
ヶ
浦
大
会
を
き
っ
か

け
に
、
水
郷
水
都
全
国
会
議
に

参
加
し
て
お
り
、
２
０
１
５
年

7
月
に
は
沖
縄
県
名
護
市
で

「
海
は
誰
の
も
の
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
第
31
回
大
会
に

も
出
席
し
て
い
る
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
奄
美
・
沖
縄
」
地
域
に
は
、
ア

マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
ヤ
ン
バ
ル

ク
イ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
固
有
種
が
生
息
し
て
い
る
。

世
界
遺
産
登
録
を
契
機
に
、
こ

れ
ら
の
保
存
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｎ
の
指
摘
を
受

け
推
薦
内
容
を
一
部
変
更
し

て
は
い
る
が
、
米
軍
北
部
訓
練

場
の
残
る
地
域
に
つ
い
て
米
軍

と
の
調
整
や
、
米
軍
の
残
し
た

投
棄
物
の
撤
去
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

水郷水都全国会議第31回大会辺野古エク
スカーション（大浦湾）（水郷水都HP
より,2015年7月）

※

辺
野
古
は
世
界
遺
産
の
範

囲
に
含
ま
れ
な
い
。

奄美大島住用川のマングローブ（撮影：
菊地章雄,2015年12月）

あ
ま
み

お
き
な
わ

せ
か
い
し
ぜ
ん
い
さ
ん

と
う
ろ
く


